
(この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください)

千円

国　庫 分担金
支出金 負担金

前年度 0 0

要求額 0 0

決定額

・陶磁器産業は、日本人のライフスタイル・価値観の変化や安価な外国製品の流入など、
市場環境は極めて難しい状況下にあり、陶磁器文化、産業振興に寄与する施策が必要とさ
れている。
・国際陶磁器フェスティバルは、地元４市（多治見市、瑞浪市、土岐市、可児市）が中心
となり３年に１度開催する国際的な陶磁器の祭典であり、「国際陶磁器展美濃」、「産
業・文化・地域振興事業」の２事業を柱としている。
・第13回（令和６年度開催）では、メイン催事の「国際陶磁器展美濃」のほか、副催事で
は『美濃焼で魅せる』をコンセプトに「人」「花」「音」「食」の４つのテーマに沿った
催事を行った。
・本イベントを主催する「国際陶磁器フェスティバル美濃実行委員会」に県も参画し、開
催経費の一部（負担金）を負担することにより支援を行う。
・次回（令和９年度開催予定）に向け、国際陶磁器展美濃を世界を代表するコンペティ
ションにするため、継続的な取組みが実施できるよう、国際的なプロモーションや受賞者
支援を切れ目なく行う。

0 0 0

（１）要求の趣旨（現状と課題）

○国際陶磁器展美濃
・受賞者支援（グランプリ、金賞受賞者等への活動支援）
・第14回国際陶磁器展美濃の開催に向けた準備
・第14回国際陶磁器展美濃作品募集開始
○産業・文化・地域振興事業
・開催事業の検討
○広告・宣伝事業
・第１４回国際陶磁器展美濃の作品募集PR
・海外陶磁器産地との相互ＰＲ

電話番号：058-272-1111(内3785)

E-mail：c11355@pref.gifu.lg.jp

（２）事業内容

２ 要 求 内 容

収　入
その他

3,500

県　債

0 3,500

0 0 0 0

0

（各課様式１）

使用料 財　産

商工労働部　地域産業課　地場産業振興係 

区  分

手数料

予 算 要 求 資 料

令和８年度当初予算 支出科目 款：商工費　項：商工費　目：工鉱業振興費

 ＜財源内訳＞

事 業 名

(前年度予算額： 3,5003,500１ 事 業 費 千円)

事業費

3,500

寄附金

0

一　般
財　源

3,500

財 源 内 訳

国際陶磁器フェスティバル美濃負担金



（３）県負担・補助率の考え方

（４）類似事業の有無

合計

金額

3,500

　

　無

3,500

事業内容の詳細

実行委員会負担金

・地元の主産業である陶磁器産業を支援するため、地元が中心となり実行委員会を組織し
開催している。また、地元が過半の負担金を拠出し、民間の助成金等の活用も行われてお
り妥当である。

３ 事業費の積算 内訳

事業内容

負担金

（４）事業主体及びその妥当性

決定額の考え方
　

４ 参 考 事 項

（１）各種計画での位置づけ
　「岐阜県経済・雇用再生戦略」
　　５　県産品の世界展開プロジェクト
　　（４）地場産業の持続可能な発展に向けた支援

・地元が連携・協力して実施するイベントであり、県としても引き続き支援を行う。
（２）国・他県の状況

単位：千円

第12回（H30-R3） 第13回（R4-R6） 第14回（R7-R９）

県 57,709,000 52,000,000 52,000,000

多治見市 72,606,834 65,708,333 65,860,333

瑞浪市 12,722,333 11,488,667 11,495,000

土岐市 19,818,333 17,803,000 17,644,667

可児市 5,643,500 5,000,000 5,000,000

計 168,500,000 152,000,000 152,000,000



（県単独補助金除く）

□

■

・何をいつまでにどのような状態にしたいのか

事業開始前 R6年度
(R ) 実績

14,034

（目標の達成度を示す指標と実績）

事 業 評 価 調 書

新 規 要 求 事 業　

継 続 要 求 事 業

１ 事業の目標と成果

（事業目標）

 「土と炎の国際交流」をメインテーマに、陶磁器のデザインと文化の国際的な交流を通じて、更な
る陶磁器産業の発展と文化の高揚を目指す。
　メインイベントである「国際陶磁器展美濃」は、国際的に認知された陶磁器コンペティション
で、世界中の国と地域の作品が一堂に会す展覧会。そのほか、来場された方々が、美濃焼の歴史や
魅力、地域の風土を存分に感じ、楽しむことができる、４市の陶磁器産業・文化・地域に密着した
事業を多数開催。

目標 目標 (R ) 達成率

令和３年度に開催された第１２回国際陶磁器展美濃の受賞者に対する支援を行うとともに、令
和６年度に開催予定の国際陶磁器フェスティバル美濃'２４の開催に向けた準備を行った。

①来館者数
（人） ― ―

指標名
R7年度 R8年度 終期目標

（これまでの取組内容と成果）

令
和
５
年
度

令和３年度に開催された第１２回国際陶磁器展美濃の受賞者に対する支援を行うとともに、令
和６年度に開催予定の国際陶磁器フェスティバル美濃'２４の開催に向けた準備を行った。

指標① 目標：＿＿ 実績： ＿＿ 達成率： ＿＿ ％

令
和
６
年
度

○会　　期：１０月１８日（金）～１１月１７日（日） ３１日間
○開催場所：セラミックパークＭＩＮＯ（多治見市東町）
○主　　催：国際陶磁器フェスティバル美濃実行委員会
　　　　　（多治見市、瑞浪市、土岐市、地元商工会議所・商工会、陶磁器関連団体、岐阜県
等で構成）
○来場者数：14,034人（R6.10.27時点暫定値）
（国際陶磁器展美濃：4,441人、産業・文化・地域振興事業ほか：9,593人）
○事業の内容
①国際陶磁器展美濃
　世界４大コンペティションのひとつ。過去最多となる77の国と地域から、3,890作品の応募が
あった。本展示会では、入賞・入選した203作品を展示。

②副催事：産業・文化・地域進行事業
　『美濃焼で魅せる』をコンセプトに「人」「花」「音」「食」の４つのテーマに沿った催事
を開催。

指標① 目標：15,000 実績： 14,034人 達成率： 93 ％

指標① 目標：＿＿ 実績： ＿＿ 達成率： ＿＿ ％

令
和
４
年
度



・事業が直面する課題や改善が必要な事項

２ 事業の評価と課題

・事業の効率性(事業の実施方法の効率化は図られているか)
　２：上がっている １：横ばい ０：下がっている

(評価) 　陶磁器フェスティバル開催期間中にその他のイベントを集中して開催することにより、
イベント全体を効果的に連携させている。

１

・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組む
のか
　地元の開催意識の高いイベントであり、県としても引き続き、陶磁器産業・産地の活性化のため
支援していく。

（事業の評価）

・事業の必要性(社会情勢等を踏まえ、前年度などに比べ判断)
　３：増加している ２：横ばい １：減少している ０：ほとんどない

（次年度の方向性）

・事業の有効性(指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか)
　３：期待以上の成果あり
　２：期待どおりの成果あり
　１：期待どおりの成果が得られていない
　０：ほとんど成果が得られていない

（今後の課題）

　陶磁器フェスティバル開催後、その経験や実績を活かし、次につなげていく取組みが必要。

(評価) 　陶磁器をテーマとした世界最大級のイベントとして美濃焼産業の発展、陶磁器文化の振
興に大きな役割を果たしている。地元が連携して実施するイベントであり、県の支援も妥
当である。２

(評価) 　美濃焼やその産地の販路開拓・PRの有効な場となっている。また、地域の住民が、世界
から応募された先鋭的な陶磁器作品に身近で触れることができ、非常に有効なイベントと
言える。２


